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資料―１ 
 旭川市の現状  
 

１－１ 旭川市の人口と世帯数の推移 

本市の人口は 34 万人台となり，ほぼ横ばいではあるものの減少傾向にあります。一

方，世帯数については，徐々に増加しています。  

 

 
 

 

１－２ 旭川市の出生数と出生率の推移 

人口の減少とともに，出生数・出生率も減少傾向にあります。 

 
  

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

人口(人) 361,488 360,118 358,393 357,279 355,855 354,444 353,135 352,083 351,200 349,316

世帯数（世帯） 164,279 165,787 167,591 169,183 170,628 171,948 173,052 174,102 175,002 175,748

156

161
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171

176

342

347

352

357

362

●旭川市の人口と世帯数の推移 人口(人)
世帯数（世帯）

（千世帯） （千人）

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

出生数 2,886 2,718 2,714 2,649 2,712 2,530 2,548 2,593 2,442 2,460

出生率 8.0% 7.5% 7.6% 7.4% 7.6% 7.1% 7.2% 7.4% 7.0% 7.0%

6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

2,200

2,300

2,400

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

●旭川市の出生数・出生率の推移
出生数 出生率

（％）（人）



135 
 

１－３ 旭川市の人口構成比の推移 

 65 歳以上の人口の割合が多くなり，14 歳以下の人口割合が減少する少子高齢化が進

行しています。 

 
 
 

 

１－４ 将来の推計人口 

 北海道及び札幌市と同様に減少傾向にあり，本市では，平成 52 年に 25 万人を割るこ

とが推計されています。 

 
  

24.3% 24.4% 23.4% 21.6% 18.1% 15.3% 13.5% 12.4% 11.6%

70.4% 69.3% 69.2% 69.4%
70.1% 69.9% 68.1% 65.4% 61.4%

5.3% 6.3% 7.4% 9.0% 11.6% 14.8% 18.3% 22.2% 26.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

●旭川市の年齢別人口構成比の推移割合の推移 0～14歳 15～64歳 65歳以上

平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年

北海道 5,506 5,361 5,178 4,960 4,719 4,462 4,190

札幌市 1,914 1,933 1,920 1,890 1,844 1,712 1,712

旭川市 347 336 322 306 288 269 249

5,506 5,361 
5,178 

4,960 
4,719 

4,462 
4,190 

1,914 1,933 1,920 1,890 1,844 1,712 1,712 

347 336 322 306 288 269 249 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
●将来の推計人口 北海道 札幌市 旭川市

国立社会保障・人口問題研究所調べ

（千人）
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１－５ 旭川市の人口構成比の将来推移 

 平成 42 年には，約 40％が 65 歳以上となり，約８％が 14 歳以下と少子高齢化

が加速すると想定されています。 

 

 

 

１－６ 一般会計予算の歳入の推移 

本市の一般会計予算は，平成 25 年度は約 1,558 億円となっており，近年は，ほぼ横

ばいで推移しています。 
 

  

11.6% 10.9% 10.0% 9.2% 8.6% 8.3% 8.1%

61.8%
57.1% 54.3% 53.1% 52.2% 50.9% 48.5%

26.6% 32.0% 35.7% 37.7% 39.2% 40.9% 43.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年

●人口構成比の将来推移 0～14歳 15～64歳 65歳以上

国立社会保障・人口問題研究所調べ

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

一般会計 161,080 150,960 147,800 148,120 146,400 144,310 153,500 155,660 152,580 155,760

地方交付税 33,120 33,890 34,000 33,900 31,920 32,130 34,346 35,451 35,404 36,081

市税 38,700 38,900 38,400 41,500 41,900 40,800 39,500 39,500 38,300 38,700

1,611 

1,510 

1,478 1,481 

1,464 

1,443 

1,535 

1,557 

1,526 

1,558 

1,350

1,400

1,450

1,500

1,550

1,600

1,650

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000
●一般会計予算歳入の推移 一般会計 地方交付税 市税

（百万円） （百万円）
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１－７ 世帯数と町内会加入率の推移 

世帯数が増加する一方で，町内会への加入率は年々減少しています。 

 

  

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

世帯数（世帯） 162,518 163,933 165,873 167,410 168,916 170,955 172,157 173,143 173,984 174,805

町内会加入率 67.8% 66.9% 65.4% 64.5% 62.7% 62.2% 61.3% 62.4% 61.7% 61.2%

56%

58%

60%

62%

64%

66%

68%

70%

156

158

160

162

164

166

168

170

172

174

176

●世帯数と町内会加入率の推移 世帯数（世帯）（千世帯）
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資料―２ 
 旭川市の冬の気象状況  
 

２－１ 積雪積算値と改善要望件数の推移 

 近年は，積雪積算値の増加に伴い改善要望件数は増加傾向にあります。 

※積雪積算値は，11 月 10 日から翌年 3 月 31 日までの日最大積雪量の累計値 

 

 

２－２ 道内気象官署の降雪量（平年値） 

本市の降雪量は，743cm と道内３番目の値となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

積雪積算値（cm） 6,956 7,111 6,071 4,377 6,022 4,936 5,430 4,644 7,728 8,369 7,164

改善要望件数（件） 6,963 3,797 4,026 1,892 2,655 2,832 4,641 2,758 4,724 5,825 6,742

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000
●積雪積算値と改善要望件数の推移 積雪積算値（cm）

改善要望件数（件）

稚内
北見
枝幸

羽幌 雄武 留萌 旭川 網走 小樽 札幌
岩見
沢

帯広 釧路 根室 寿都 室蘭
苫小
牧

浦河 江差 函館
倶知
安

紋別 広尾

降雪量 656 687 686 500 697 743 378 676 597 753 201 162 221 546 211 138 148 330 381 1,062 487 426

0

200

400

600

800

1,000

1,200
●道内気象官署の降雪量（平年値）（㎝）
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稚内
北見
枝幸

羽幌 雄武 留萌 旭川 網走 小樽 札幌
岩見
沢

帯広 釧路 根室 寿都 室蘭
苫小
牧

浦河 江差 函館
倶知
安

紋別 広尾

最深積雪 81 108 104 71 87 94 57 122 100 123 63 38 31 73 26 28 21 31 45 191 59 94

平均気温
（1月）

-4.7 -5.9 -4.7 -6.4 -4.4 -7.5 -5.5 -3.3 -3.6 -5.5 -7.5 -5.4 -3.7 -2.4 -2.0 -3.8 -2.5 -0.8 -2.6 -5.7 -5.6 -4.5

-12.0

-11.0

-10.0

-9.0

-8.0

-7.0

-6.0

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

0

20

40
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80

100

120

140

160

180

200

220

240

●道内気象官署の最深積雪と１月の平均気温（平年値）
最深積雪 平均気温

（1月）
（℃）（㎝）

２－３ 道内気象官署の最深積雪と１月の平均気温（平年値） 

１月の平均気温が-7.5℃と道内で最も低い値となっています。 
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資料―３ 
 旭川市の除排雪の現状  
 

３－１ 除雪費の推移と降雪量 

 近年の降雪量は，減少傾向となっていますが，除雪費は増加傾向にあります。 

 
 
 
３－２ 除雪費の推移と積雪積算値 
 

 
 

 

 

 

 

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

除雪費
（予算）

2,031 2,062 2,119 2,045 2,000 1,907 1,970 1,969 1,969 1,976 2,005

除雪費
（決算）

1,841 1,947 1,914 1,607 1,959 1,764 1,905 1,721 2,179 2,495 2,549

降雪量 624 660 685 570 601 679 737 515 559 576 553

624 
660 

685 

570 
601 

679 

737 

515 
559 576 

553 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

除雪費の推移と降雪量
除雪費
（予算）

除雪費
（決算）

降雪量 （cm)（百万円）

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

除雪費
（予算）

2,031 2,062 2,119 2,045 2,000 1,907 1,970 1,969 1,969 1,976 2,005

除雪費
（決算）

1,841 1,947 1,914 1,607 1,959 1,764 1,905 1,721 2,179 2,495 2,549

積雪積算値 6,956 7,111 6,071 4,377 6,022 4,936 5,430 4,644 7,728 8,369 7,164

6,956 7,111 

6,071 

4,377 

6,022 

4,936 
5,430 

4,644 

7,728 

8,369 

7,164 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

除雪費の推移と積雪積算値 除雪費
（予算）

除雪費
（決算）

積雪積算値 （㎝）(百万円）

※積雪積算値は，11 月 10 日から翌年 3 月 31 日までの日最大積雪量の累計値。 
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３－３ 一人当たりの除雪費と一般会計に占める除雪費の割合 
 

 近年，一般会計に占める除雪費の割合は増加傾向にあります。 

 
 
 
３－４ 除雪延⻑の推移 
 本市の総除雪延長は旭川市から広島県広島市までに相当します。 

  

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

人口一人当たりの除雪費 5,408 5,334 4,498 5,501 4,970 5,371 4,871 6,189 7,119 7,298

一般会計に占める
除雪費の割合

1.226% 1.279% 1.102% 1.360% 1.227% 1.247% 1.120% 1.399% 1.644% 1.612%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

0.00%

0.50%

1.00%

1.50%

2.00%

2.50%

3.00%

●一人当たりの除雪費 人口一人当たりの除雪費 一般会計に占める
除雪費の割合

（百万円）

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

車道除雪延長 2,128.8 2,135.0 2,159.7 2,150.0 2,169.0 2,181.0 2,148.1 2,149.6 2,152.2 2,156.7

車道排雪延長 619.6 651.0 652.0 716.0 728.0 745.0 746.3 739.8 749.3 752.7

歩道除雪延長 476.8 500.0 515.2 514.0 524.0 530.0 547.1 551.4 558.4 560.1

476.8 

500.0 

515.2 514.0 

524.0 
530.0 

547.1 
551.4 

558.4 560.1 
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2,000

2,500
●除雪延長の推移 車道除雪延長 車道排雪延長 歩道除雪延長 （km）（km）
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３－５ 雪堆積場と積雪積算値の推移 
 

 近年は，積雪積算値の増加に伴い雪堆積場搬入量も増加しています。 

 
 

  

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

積雪積算値 7,111 6,071 4,377 6,022 4,936 5,430 4,644 7,728 8,369 7,164

雪堆積場搬入量 646 584 373 612 452 509 452 732 774 717
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4,000
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8,000

9,000
●雪堆積場と積雪積算値の推移

積雪積算値 雪堆積場搬入量
（万㎥）（㎝）
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資料―４ 
 道内各都市との比較  
 

４－１ 道内各都市の一人当たり除雪費 

 旭川市の一人当たりの除雪費は 5,600 円となっており，札幌市の 5,900 円より若干下

回っています。 

 
 

 

 

４－２ 道内各都市の１Km 当たり除雪費 

 本市の１㎞当たりの除雪費は 910,000 円で，札幌市の半分程度となっています。 

 
 

 

 

 

旭川市 札幌市 函館市 釧路市 帯広市 小樽市 北見市 江別市 千歳市
岩見沢
市

恵庭市 石狩市 滝川市 稚内市 名寄市 深川市

除雪費
（人口一人当たり）

5,608 5,914 1,235 1,960 2,642 5,724 4,894 5,972 4,056 8,993 5,352 10,158 10,080 17,750 11,025 17,981

除雪費
（人口一人降雪量1m当たり） 1,016 942 371 1,281 1,129 861 1,100 901 911 1,034 1,012 1,546 1,179 2,934 1,406 2,159

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

●道内各都市の
人口1人当たり除雪費（平成24年度予算）

除雪費
（人口一人当たり）

除雪費
（人口一人降雪量1m当たり）(円/人)

（円/人・m）

旭川市 札幌市 函館市 釧路市 帯広市 小樽市 北見市 江別市 千歳市 岩見沢市 恵庭市 石狩市 滝川市 稚内市 名寄市 深川市

除雪費（延長1km当たり） 910 2,085 275 262 332 1,433 389 1,059 548 827 695 1,117 1,053 1,641 442 1,074

除雪費
（延長1km降雪量1m当たり） 165 332 83 171 142 215 87 160 123 95 131 170 123 271 56 129

0

50

100

150

200

250

300

350

200

500
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1,100

1,400

1,700

2,000

2,300

●道内各都市の1㎞当たり除雪費 除雪費（延長1km当たり） 除雪費
（延長1km降雪量1m当たり）（千円/㎞）

（円/㎞・m）

百万円
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４－３ 道内各都市の住民支援制度 

（１） 住民への支援制度 

※制度などの有無，制度などが有る場合に有償又は無償 

  

都市名 除雪機会・排雪ダンプの貸出し（オペレータ付） 
ロードヒーティング・融雪機・融雪槽設置等の補

助制度 

旭川市 有・無償 無 

札幌市 
有・有償 除雪パートナーシップ制度，市民助成ト

ラック制度 
有・有償 融雪施設設置資金あっせん制度 

函館市 有・無償 無 

釧路市 無 無 

苫小牧市 無 無 

帯広市 無 無 

小樽市 有・無償 無 

江別市 
有 自治会排雪用大型ロータリー（オペレータ

無）・排雪ダンプ貸出し 

自治会排雪用大型ロータリー（オペレータ無）・

排雪ダンプ 

北見市 無 無 

千歳市 有・無償 無 

室蘭市 無 無 

岩見沢市 無 無 

恵庭市 無 無 

石狩市 無 有（消融雪機器設置費「無利子貸付制度」） 

北広島市 無 有 

滝川市 無 無 

稚内市 有・無償 無 

名寄市 無 無 

留萌市 有・無償 排雪ダンプの貸出し（オペレータ付） 無 

富良野市 無 有 

深川市 無 有 

士別市 無 有 

砂川市 有・無償 無 
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（２） 市民協働の取組等 

都市名 地域住民等と一体になっている取組 
町内会等が自ら除雪又は排雪を行う場合に対し，補助・

報償金など支援制度があるか（パートナーシップ含む）

旭川市 

①町内会等が主体となり「道路への雪出し」や「路上駐車」

のパトロールを行っている。②市内大学生が中心となり，

小学生，町内会，市とで高齢者住住宅等の雪かき作業など

実施③町内会等が土地所有者との協議を行い空き地を雪押

し場として確保している。 

無，ただし町内会に対して除雪機械・排雪ダンプの貸出

制度有 

札幌市 

①地域と創る冬みち事業②合同パトロール，地域住民と札

幌市が雪出しや違法駐車防止のためのパトロールを実施③

公園地域の雪押き場として活用，地域と札幌市が覚書を結

び，利用条件等を定めた上で，公園を地域の雪置き場とし

て活用している。 

小型除雪機械購入補助（近年の利用実績は無） 

函館市 

町内会や団体等に小型除雪機械を貸出し，歩道の除雪を行

う，スノーボランティアサポートプログラムを実施してい

る。 

無 

釧路市 
「ツルツル路面対策」の一つとして町内会や住民への「砂

散布機」の貸出し，散布協力依頼 
無 

苫小牧市 
保健福祉部社会福祉課が主体となり高齢者宅の雪かきボラ

ンティア制度を実施。 
無 

帯広市 無 無 

小樽市 

①砂まきボランティア制度にて，地域住民が滑り止め材の

散布及び清掃を行っている。②町内会等が土地所有者と協

議を行い空き地を雪置き場として確保している。 

無 

江別市 無 
自治会排雪支援事業（排雪用大型ロータリ（オペレータ

無）・排雪ダンプの貸出し） 

北見市 

①除雪前に北見地域交通安全活動推進委員協議会が主体と

なり「違法駐車」の巡回指導を行っている。②町内会等が

土地所有者との協議を行い空き地を雪置き場として確保し

ている。 

無 

千歳市 
青年会議所と自衛隊が中心となり，高齢者住宅等の雪かき

作業など実施（年１回） 
有 

室蘭市 
除雪モニターとして地域住民に協力して貰い、降雪状況を

報告して貰っている。 
無 

岩見沢市 
町内会等が土地所有者との協議を行い空き地を雪押し場と

して確保している。 
無 

恵庭市 無 無 

石狩市 
町内会によっては、迷惑駐車車両にステッカーを貼るなど、

啓もう活動を実施している。 

有 パートナーシップ排雪，モデル町内会歩道除雪（町

内会が実施する歩道除雪に対する助成金） 

北広島市 市内の高校生、中学生が高齢者住宅等の雪かき作業を実施 有（１/２補助） 

滝川市 無 ハンドガイドロータリ貸出し・町内会排雪補助 

稚内市 町内会，中高生で高齢者住宅等の雪かき作業 無 

名寄市 
市内中学生が中心となり，町内会，市とで高齢者住宅等の

屋根雪降ろし等の作業を実施 
有 

留萌市 

①除雪に関する地区懇談会の開催。②社会福祉協議会が主

体となり、各種団体等のボランティアをつのり登録し、民

生委員からの要請により高齢者住宅周辺の雪かき作業など

実施 

無 

富良野市 連合町内会長会議で除排雪作業の理解と協力の呼びかけ 無 

深川市 無 有 

士別市 
除雪業者が土地所有者又は管理者と協議を行い一時堆積場

として確保している。 
有 

砂川市 無 無 



146 
 

（３） 高齢者・身障者への支援 

都市名 
小型除雪機（ハンドガイド）・移動式

融雪機の貸出制度 

高齢者・身障者宅前の間口に雪を残さな

い取組 

高齢者・身障者の屋根雪下ろし宅内

の通路除雪 

旭川市 有・無償 有・無償 

有・有償 

屋根の雪下ろしに対する助成で１世帯

15,000 円（高齢者・母子・身障者など

規定あり） 

札幌市 無 無 

有 ・有償 福祉除雪サービス 

間口の雪処理及び玄関先までの通路部

分の除雪 

世帯の課税状況区分により，無料～

10,000 円 

函館市 無 
無 間口処理は除雪作業において処理して

いる。 
有・無償 

釧路市 無 有 

有・有償 

１回当たり 120 円，降雪量がおおむね

15cm 以上，玄関から生活道路までの間

を人が通れる幅 

苫小牧市 無 無 有・有償 

帯広市 無 無 有償 

小樽市 無 有・無償 

有・有償 

福祉除雪サービス事業・無償屋根の雪

下ろし除雪事業（1 万円を限度として助

成） 

江別市 無 無 無 

北見市 有・無償 無 有 無償 

千歳市 有・無償（町内会単位） 無 

有・有償 

実施している町内会に対し１世帯

7,000 円（高齢者・身障者の負担はなし）

他にシルバーや環境整備組合（除雪業

者）に実費負担してやってもらう。 

室蘭市 無 有・有償（福祉協議会で実施） 無 

岩見沢市 無 

有・無償 

弱者対策として高齢者世帯等の一定の条件

を満たした世帯に対しては，市職員から構

成される除排雪支援を行っている。 

有・有償 

屋根の雪下ろしに要した費用の２分の

１以内の（上限：１回につき２万円で

２回まで）を助成。（該当する世帯の条

件有） 

恵庭市 無 有・無償 有・無償 

石狩市 無 無 

有・有償 

①ふれあい雪かき運動：町内会など地

域ぐるみで協力し合いながら高齢者世

帯の除雪を場合，助成金を交付 

②ひとり暮らし高齢者世帯等除雪サー

ビス：除雪が困難なひとり暮らしの高

齢者などの自宅の玄関先から公道ま

で，若しくは窓際などに積もった雪を

除雪します。課税状況に応じて自己負

担があり。 

北広島市 小型除雪機 有 無（検討中） 

有 

宅内の通路・間口に対して補助制度有

（年配・障害・所得など規定有） 

滝川市 有 無償 無 無 

稚内市 

有・無償 小型除雪機の貸出しは町内会

やボランティア団体を対象とし，個人へ

の貸出しは実施していない。 

無 無 

名寄市 無 無 有・有償 

留萌市 移動式融雪機の貸出制度 有・無償 無 

有・有償 

高齢者等の宅内の通路除雪 

利用者件数約 100 件 

富良野市 無 無 

有・有償 

除雪ヘルパー派遣事業（緊急時の避難

路の確保を主目的に玄関前等の出入口

から公道等までの通路）月 367 円×5

か月（11 月～3 月）＝1,835 円 

深川市 無 有・有償（社会福祉協議会が窓口） 有（社会福祉協議会が窓口） 

士別市 無 無 
有・世帯の収入額によって無償・有償

を判断する。 

砂川市 無 無 有・有償 
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資料―５ 
 旭川市の除雪企業の現状  
 

５－１ オペレータの年齢構成 

 オペレータ全体数の減少とともに，60 歳以上の割合が年々増加しています。 

 
 

 

 

５－２ 除雪機械の使用年数 

 機種に限らず，15 年以上使用しているものが多くなっています。（平成 24 年度調べ） 

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

60歳以上 17% 21% 22% 24% 24%

50～59歳 28% 29% 25% 26% 26%

40～49歳 29% 26% 28% 28% 30%

30～39歳 21% 20% 21% 19% 19%

30歳未満 5% 4% 3% 3% 2%

5% 4% 3% 3% 2%

21% 20% 21% 19% 19%

29%
26% 28% 28% 30%

28%
29% 25% 26% 26%

17% 21% 22% 24% 24%

0%
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オペレータの年齢構成 30歳未満 30～39歳 40～49歳
50～59歳 60歳以上

人

ロータリ除雪車 除雪グレーダ 除雪トラック 除雪ドーザ

１５年未満台数 7台 4台 0台 200台

１５年以上台数 45台 66台 24台 181台

0

50

100

150

200

●除雪機械の使用年数 １５年未満台数 １５年以上台数

（台） 
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５－３ ダンプ車両台数 

 年々減少傾向にあります。 

 

※一般社団法人 旭川地区トラック協会 

 

 

 

５－４ 旭川市の道路整備事業の推移 

 公共事業の減少に伴い，業者数が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

ダンプ台数 631台 522台 511台 502台 446台 427台 444台 443台 433台 485台
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平成25年に新たに５者が協会に加入したため増加し
ているが旭川市全体としては増えていない

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

とび・土工(業者数) 281 290 277 283 275 284 259 264 226 226 209 217 193

土木(業者数) 297 316 296 301 274 280 256 263 230 233 216 220 206

舗装(業者数) 70 81 92 93 90 91 86 89 81 82 77 81 78

事業費(億円) 103 102 73 66 66 63 59 60 60 64 66 64 69

103 102 

73 
66 66 63 

59 60 60 
64 66 64 
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資料―６ 
 アンケート調査  
 

６－１ 平成２４年度旭川市市民アンケート調査結果 

 

⑮除雪・排雪体制                                

 除雪・排雪体制について，全体では，「悪い」の 29.7％と「少し悪い」の 35.1％

を合わせた「悪い方」の回答の割合が 64.8％と最も高くなっている。 

 

【居住地域別の評価】 

居住地域別にみると，すべての地域で「悪い方」の割合が最も高くなっており，永

山地域は 77.7％で他地域よりも高くなっている。 

 

【過去の調査との比較】 

平成 21 年度調査と比較すると，全体では，「悪い方」の割合が 15.8 ポイント増加し

ており，「良い方」と「ふつう」の割合は，それぞれ 6.6 ポイント，9.6 ポイントず

つ減少している。 
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【⑮除雪・排雪体制】（平成 21 年度調査との比較） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６－２ 平成 25 年度除排雪に関するアンケート調査結果 

 
 目 的   雪対策基本計画の見直しを行うに当たり，近年の経済情勢や社会情勢の

変化に伴う除排雪に関する市民ニーズの現状を把握し，新しい雪対策基

本計画策定の参考とする。 

  

 実施期間  平成 25 年５月 17 日から平成 25 年６月 20 日まで 

 

 調査対象    地区除雪連絡協議会会員の町内会長 

 

 回 答 率  75.8％（939 件／1,239 件） 

  

(単位：％)

良い方 ふつう 悪い方 無回答

今　回 (N= 1,487 ) 14.2  19.9  64.8  1.1  

21年度 (N= 1,702 ) 20.8  29.5  49.0  0.6  

今　回 (N= 173 ) 16.2  20.2  63.0  0.6  

21年度 (N= 256 ) 28.5  30.5  41.1  0.0  

今　回 (N= 312 ) 16.0  21.8  61.5  0.6  

21年度 (N= 341 ) 23.8  27.9  47.8  0.6  

今　回 (N= 128 ) 11.7  21.1  64.8  2.3  

21年度 (N= 155 ) 20.6  31.6  45.8  1.9  

今　回 (N= 211 ) 13.3  16.1  69.7  0.9  

21年度 (N= 301 ) 16.6  27.6  55.1  0.7  

今　回 (N= 53 ) 17.0  15.1  60.4  7.5  

21年度 (N= - ) - - - -

今　回 (N= 149 ) 14.8  20.1  65.1  0.0  

21年度 (N= 148 ) 19.6  26.4  52.7  1.4  

今　回 (N= 7 ) 42.9  14.3  42.9  0.0  

21年度 (N= 9 ) 33.3  44.4  22.2  0.0  

今　回 (N= 175 ) 6.3  15.4  77.7  0.6  

21年度 (N= 207 ) 12.1  32.4  55.1  0.5  

今　回 (N= 71 ) 22.5  32.4  43.7  1.4  

21年度 (N= 69 ) 24.6  43.5  31.9  0.0  

今　回 (N= 170 ) 11.8  20.0  67.6  0.6  

21年度 (N= 163 ) 17.2  29.4  52.8  0.6  

今　回 (N= 19 ) 21.1  31.6  42.1  5.3  

21年度 (N= 25 ) 36.0  12.0  52.0  0.0  

今　回 (N= 19 ) 26.3  15.8  57.9  0.0  

21年度 (N= 28 ) 25.0  21.4  53.6  0.0  

※今回調査と平成21年度調査では地域区分が異なる。

東旭川地域

※神楽地域

西神楽地域

東鷹栖地域

※末広・春光地域

※春光台・鷹の巣地域

神居地域

江丹別地域

永山地域

全体

※中央・新旭川地域

※東部地域

北星地域
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 地区除雪連絡協議会について  
 
【質問 １】 
 あなたの町内会の除雪連絡協議会はどちらの地区ですか? 

 

 
 

【質問 2】 
 お住まいの地区の地区除雪連絡協議会に出席したことがありますか? 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問 3】 
 質問２で，「ない」と答えた方にお尋ねいたします。出席したことがない理由は何ですか？ 

 
 

 

 

 

地　区　名 回答数 比率

中央・新旭川 138 15%

朝日・豊岡・東旭川 162 17%

啓明・東光・千代田 110 12%

永山 81 9%

末広・東鷹栖 58 6%

春光・春光台 92 10%

北星・旭星 82 9%

神居・忠和・台場・江丹別 89 9%

神楽・西神楽 127 13%

合　　　計 939

協議会を

知らなかった
25%

都合が

つかなかった

35%
関係ないと

思った

4%
よくわからな

かった

11%
その他
25%

ある

65%

ない

35%

平成２４年度の除雪連絡協議会の出席率は，平成１０年の設置以降，初めて４０％

を下回り，除排雪に対する関心が薄れていることが懸念されます。 

「協議会を知らなかった」との回答が欠席理由の２５％を占め，認知度が不足し

ているものと思われます。 

「その他」は，今回初めて町内会長になったとの回答がほとんどでした。 
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 旭川の除排雪について  
 
【質問 4】 
 旭川市では，幹線道路と生活道路とに大別して，それぞれの役割に応じた除排雪水準で

取り組んでいますが，このことをご存じですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問 5】 
 質問 4 で「知っている」と答えた方にお尋ねします。あなたは，それをどのようにして

知りましたか? 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

市や除雪センター

の担当者に聞いた
47%

知人から聞いた

5%

こうほう旭川市民

「あさひばし」等

43%

その他

5%

知っている
89%

知らない
11%

９０％近くの方が除排雪基準を「知っている」と回答し，町内会長という立場か

らか，除排雪作業に関する認知度の高さがうかがえます。 

「市や除雪センターの担当者に聞いた」との回答が４７％と最も多く，次いで「あ

さひばし等」が４３％もあり，地区除雪連絡協議会の開催や除雪だよりの全戸配布

が効果的だったと考えられます。 
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【質問 6】 
 お住まいの地区の「幹線道路」の車の走りやすさは，どう思いますか？ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【質問 7】 
 お住まいの地区の「生活道路」の車の走りやすさは，どう思いますか？ 
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良い おおむね良い どちらとも言えない やや悪い 悪い
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20%
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16%
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31%

30%

34%

17%

21%

19%

19%

15%
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17%

14%
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26%

28%

34%

39%
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31%
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21%
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27%
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13%
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神楽・西神楽

居
住
地
域
別

良い おおむね良い どちらとも言えない やや悪い 悪い

「良い」「おおむね良い」の回答が７０％近くに上り，幹線道路に関しては，おお

むね高い評価を得ているようです。 

地区別では，「朝日・豊岡・東旭川」「神楽・西神楽」の２地区で「よい」「おおむ

ね良い」が７０％を超える一方で，「末広・東鷹栖」で「悪い」「やや悪い」との回

答が，半数近くを占める結果となっています。 

生活道路では，「悪い」「やや悪い」との回答が半数近くを占め，あまり良い評価

を受けていないようです。 

地区別では，「悪い」「やや悪い」との回答が，「永山」「啓明・東光・千代田」で

６０％近くに上るほか，「末広・東鷹栖」では７０％を超える結果となっています。
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【質問 8】 
 お住まいの地区の「歩道」の歩きやすさは，どう思いますか？ 

 

 
 

 

 

 

 

 

【質問 9】 
 お住まいの地区の「交差点の見通し」について，どう思いますか？ 

 

 
 

 

 

 

4%

10%

2%

3%

2%

0%

3%
5%

5%
5%

24%

52%

38%

21%

10%

8%

18%
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北星・旭星

神居・忠和・台場・江丹別
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良い おおむね良い どちらとも言えない やや悪い 悪い

5%

13%

13%

4%
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3%

16%

28%

39%

12%

5%

7%

13%

11%

8%

26%

11%

18%

22%

11%

6%

2%

7%

9%

11%

16%

30%

47%

36%

34%

20%

14%

35%

26%

32%

36%

38%

31%

51%

49%

48%

35%

33%

31%

34%

46%
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北星・旭星
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神楽・西神楽

居
住
区
域
別

良い おおむね良い どちらとも言えない やや悪い 悪い

歩道に関しては，「悪い」「やや悪い」との回答が半数を超え，歩道の除排雪に対

する不満の多さが見て取れます。 

地区別では，「中央・新旭川」で「良い」「おおむね良い」が５０％近くに上り，

これは歩道除雪延長が長いほか，中心部は歩道ロードヒーティングや流雪溝が整備

されているためと思われます。 

交差点の見通しに関しては，「悪い」「やや悪い」との回答が７０％近くとなって

おり，非常に低い評価を受けています。 

地区別では，「末広・東鷹栖」「永山」の２地区で，「悪い」「やや悪い」が８０％

を超えています。 



155 
 

話題になった

46%

話題にならなかった

54%

【質問 10】 
 お住まいの地区の除雪状況を総合的に見て，どう思いますか？ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 除排雪のマナーについて  
 
【質問 11】 
 「路上駐車」や「雪出し」による交通の妨げなどについて，あなたの町内会で話題にな

ったことはありますか？ 
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39%

50%
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25%
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地
域
別

満足している だいたい満足している

満足していないが，冬のことであり仕方ないと思う やや不満である

不満である その他

総合的に見た場合，「しかたがない」との回答が４０％と最も多く，旭川は積雪寒

冷地ということもあり，我慢している方が多い一方，「満足している」と答えた方は

わずか２％に過ぎず，今後の大きな課題となっています。 

地区別では，「中央・新旭川」で「満足している」「だいたい満足している」の回

答が４０％を超える一方で，「末広・東鷹栖」「永山」の２地区で，「不満である」と

の回答が３０％を超える結果となっています。 

半数以上の町内会で，「路上駐車」や「雪出し」が話題になっておらず，関心が低

いものとなっています。 
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【質問 12】 
 質問 11 で 「話題になった」と答えた方にお尋ねします。 どのような対応をされまし

たか？ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問 13】 
 「雪出し」は，道路法や道路交通法という法律で禁じられていることをご存じですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他
9%

町内会の

会議等で報告

48%

除雪センターに連絡

30%

市役所に連絡

4%

警察に連絡
9%

「除雪センターへ連絡」よりも「町内会の会議等で報告」が多く，地域の問題を

地域で解決するよう取り組んでいることがうかがえます。 

知っている
88%

知らなかった
12%

ほとんどの方が，法律で禁じられていることを知っており，路上駐車や雪出し禁

止のチラシ配布などの効果が現れていると思われます。 
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必要だと思う
22%

必要ないと思う
52%

どちらとも

言えない
26%

【質問 14】 
 「路上駐車」や「雪出し」について，あなたの町内会で何らかの取組をしたことはあり

ますか？ 

 
 

 

 

 

 

【質問 15】 
 あなたの町内会で，「雪出し禁止モデル路線」を設定して，「町内会・除雪センター・旭

川市」の合同パトロールを行う必要があると思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問 16】 
 「雪出し」について，今後どのような対応をしていくことが望ましいと思いますか？ 

 
 

 

 

その他
3%

何もしてない

41%

回覧板等で注意の

呼びかけを実施

49%

パトロール等を実施

6%

その他
8%

雪出し禁止モデル路

線の全市的拡大

15%

市や除雪センター

から注意

58%

警察の取り締まり

19%

法律で禁じられていることを知っているものの，その取組は回覧板等での呼びか

けに留まっており，何もしていない場合も多いようで，パトロールはあまり行われ

ていないようです。 

本市の取組として協力をお願いしていますが，「必要だと思う」が最も少なく，パ

トロールに関しては消極的と言えます。 

雪出しの対応については「市や除雪センターからの注意」が半数以上を占め，こ

れまで以上の対応が求められています。 
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取り組んだことがある

17%

ない

83%

「除雪車両」又は

「運搬車両」の

いずれか一方の

貸し出し

42%

40%

知らない

18%

 協働・ボランティアについて  
 
【質問 17】 
 町内会やボランティアへの除雪作業援助制度や雪処理機器の無償貸し出し制度について，

知っているものを選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問 18】 
 あなたの町内会で，除排雪のボランティアや協働に取り組んだことはありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

除雪だより等で周知しているところですが，約 18％が「知らない」と回答してお

り，まだまだ認知度は低いようです。 

「移動式小型融雪機」 

又は「小型除雪機」の 

貸し出し 

８０％以上の方が「ない」と回答しており，まだまだボランティアや協働につい

て，全市的な広がりがないようです。 
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【質問 19】 
 あなたの町内会で，協働や高齢者などの除雪ボランティアを行う場合，どのような課題

が最も大きいと思いますか？ 

 

 
 

 

 

 

 

 

【質問 20】 
 今後，少子高齢社会の進展に伴い，除雪の担い手不足が懸念されますが，どのような対

策が最も望ましいと思いますか？ 

 

 
 

 

 

 

 

 

その他
3%

高齢者が多い

31%

取組方法が不明

8%

対象者の情報がない

8%

費用の問題
9%

担い手の不足
41%

その他
2%

行政の支援制度拡充

46%

家族や近親者で対応

11%

民間のボランティア

14%

町内会で協力
27%

「担い手の不足」「高齢者が多い」との回答が多く，町内会において協働やボラン

ティアを実施するに当たって，大きな課題となっています。 

「行政の支援制度拡充」が最も多く，次いで「町内会で協力」となっており，行

政への期待が大きいようです。 
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 これからの旭川の除排雪について  
 
【質問 2１】 複数回答 
 旭川市はこれまで，インターネットのホームページやこうほう旭川市民「あさひばし」

などで，雪対策に関する情報を提供していますが，今後は，どのような情報の提供を希

望しますか？あてはまるものを２つ選んでください。 

 

 
 

 

 

 

 

【質問 22】 
 今後の情報提供は，どのような情報媒体に，力を入れていくことが望ましいと思いま

すか？ 

 

 
 

 

 

 

 

 

その他
1%

市内の気象状況

2%

豪雪時における

除雪作業

37%

除雪車の出動

35%

市民が利用できる雪

堆積場
13%

除雪路線図
12%

その他
2%

町内会の回覧

53%

テレビのデータ放送

33%

メール配信

3%

インターネット
9%

「豪雪時における除雪作業」「除雪車の出動」が多く，直接除排雪作業に関する情

報の提供が求められています。 

町内会長へのアンケートということもあり，「町内会の回覧」との回答が多くなり

ましたが，「テレビのデータ放送」「インターネット」など，各種メディアを活用し

た方法を進める必要があります。 
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少なすぎるので，大

幅に増やすべき
8%

少ないので，もう少し

増やすべき
31%

不満はあるが，市全

体の予算を考えると

今のままで良い
58%

削減すべき
3%

【質問 23】 
 現在の除雪予算の約２０億円について，どう思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「不満はあるが，市全体の予算を考えると今のままで良い」との回答が６０％近

くに上り，現状予算内での除排雪の質の向上が求められています。 

また，「大幅に増やすべき」「もう少し増やすべき」との回答が４０％近くに上る

一方で，「削減すべき」はわずか３％程度に留まり，現状予算では不足がちで削減す

べきでないとの認識がもたれているようです。 
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【質問 24】 複数回答 
  これからの除排雪においては，どのようなことを優先していくべきだと思います

か？あてはまるものを３つ選んでください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他
6

協働の推進

29

雪出し等の防止

114

大雪時の対応強化

384

間口処理

83

歩道除雪の強化

133

路面の砂まき

51

路面の凸凹処理

106

除雪回数の増

355

生活道路の交差点の

見通し確保

588

生活道路の

広い幅員確保
309

幹線道路の交差点の

見通し確保

385

幹線道路の

広い幅員確保
203

「交差点の見通し確保」との回答が最も多く，今後の重要課題として検討しなけ

ればなりません。 

次いで「大雪時の対応強化」となっていますが，平成２５年１月の暴風雪や道内

各地で発生している大雪災害の影響で，市民の関心が高まっていると思われます。 

「幅員確保」や「除雪回数の増」も多く，市民生活に直接影響する除排雪の作業

に関することを最優先するよう求められています。 
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【質問 25】 自由意見 
 除排雪など雪対策全般について皆様のご意見などがありましたらお聞かせください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凍
結
路
面
の
防
滑

4

自由意見では様々な意見がありましたが，中でも「除雪センターや業者」に関す

る意見が最も多く，除雪センターの対応に対する不満や地区によって除排雪が異な

ること，運転手によって作業が異なることなどの意見が多くありました。 

次いで「除排雪回数や頻度の増」を求める声が多く，雪が降っても除雪に来ない，

排雪の回数をもっと増やすべきなどの意見がありました。 

「雪出し・路上駐車やマナー」に関する意見も多く，隣人のマナーに対する意見

や行政側の指導強化を求められているほか，「除排雪体制の強化や迅速な対応」や「除

排雪基準や除排雪方法の見直し」など，現行の基準や制度，除排雪体制に対する意

見や迅速な対応を求めるなど，幅広い意見がありました。 

それ以外では，【質問 24】の最優先すべきことと同様に，「交差点の雪山や見通し」

「間口の雪処理」「道路の幅がせまい」など，市民生活に直接影響する除排雪の作業

に関する意見が多くなっています。 
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６－３ 平成 26 年度 地区除雪連絡協議会における意見 

 

 
 

 

実施期間：平成２６年１０月３０日～平成２６年１１月１３日 

対象者数（市民委員会，町内会長等）：１，４８５人 

出席者数：６０４人 

協議会の役割：地区内における道路除雪計画の確認及びこれに係る作業方法の調整を行う。また，地区内の道路除雪に関する市民要望等を処理

し，冬期生活環境の向上のための方策の検討を行う。 

 

 地 区 名 意  見 旭川市の考え方 

１ 啓明・東光・千代田地区 

学校のグランドを雪堆積場として使用できないか。 豪雪時などの雪堆積場に不足が生じる場合には，

小中学校のグランドを緊急的に使用することを

考えています。 

２ 啓明・東光・千代田地区 
公園を雪押し場として使用できないか。 地域の雪押し場としての公園利用を推進してい

きます。 

３ 神楽・西神楽地区 

旭川市雪対策基本計画の中に「地域の雪押し場の確

保」とあるが，地域住民に雪押し場の確保をお願いす

るのではなく，旭川市が確保すべきではないか。 

市は，市道排雪で使用する大きな雪堆積場などの

雪処理施設の確保を行い，地域の雪を入れる雪押

し場については，地域除雪活動などの市民協働に

より確保し，地域の方々に融雪作業やごみ処理に

御協力いただきたいと考えています。 

４ 神居・忠和地区 

雪対策基本計画素案に記載されている「道路機能にあ

った効率的・効果的な除雪管理基準」及び「交差点に

おける雪処理の強化」については，特に期待している。

除雪管理基準の設定や交差点における雪処理の

強化を推進していきます。 

５ 北星・旭星・江丹別地区 
除雪作業状況を把握できるシステムづくりをしても

らいたい。 

GPS 機能を活用した除排雪管理システムの導入を

検討していきます。 

６ 北星・旭星・江丹別地区 

他の市町村では，街の中に雪を運び込み，夏場の冷却

施設として使用しているところがある。旭川市も雪の

有効利用を考えるべきだと思う。 

雪氷冷熱エネルギーの利活用を推進していきま

す。 

７ 北星・旭星・江丹別地区 
道路への雪出しは，道路交通法に違反していることを

啓発用チラシに記載すべき。 

御意見は，今後の参考とさせていただきます。 

８ 北星・旭星・江丹別地区 

道路への雪出しに対しての罰則を定めているのか。罰

則がなければ雪出しは解消されないのではないか。 

道路への雪出しは，道路法や道路交通法における

違反行為となりますので，警察と連携した道路へ

の雪出しや路上駐車のパトロールによる指導を

推進していきます。 

９ 北星・旭星・江丹別地区 

道路への雪出しに対しては，地域住民のモラルの問題

であることから，市民委員会，町内会が一体となり，

雪出し防止に取り組んでいくべき。 

除雪マナーの課題については，地区除雪連絡協議

会と地域まちづくり推進協議会とが連携して取

り組んでいくとともに，市民協働によるパトロー

ルなどの地域除雪活動を推進していきます。 

10 春光・春光台地区 

豪雪時等の除雪時に，いつ自宅前の道路が除雪される

のか知りたい。 

除雪作業の管理強化による作業精度の向上を図

るとともに，除排雪の情報発信の充実に努めてい

きます。 

11 春光・春光台地区 
市民・除雪業者・旭川市の三者で道路パトロールをで

きないか。 

三者合同パトロールをはじめとした市民協働に

よる地域除雪活動を推進していきます。 

12 末広・東鷹栖地区 

札幌市が GPS を導入していると聞いている。旭川市は

導入しないのか。 

 

GPS 機能を活用した除排雪管理システムの導入を

検討していきます。 

13 永山地区 

路上駐車を町内会で対応するのは難しい。そもそも，

車を所有するに当たっては，車庫証明が必要である。

パトロールして警察に要請すべきではないか。 

警察と連携した道路への雪出しや路上駐車のパ

トロールによる指導を推進していきます。 

14 永山地区 

永山まちづくり推進協議会，除雪センター，旭川市の

三位一体でパトロールを行い，交差点や蛇行などの状

況を確認し，対策を検討していきたい。 

地区除雪連絡協議会と地域まちづくり推進協議

会とが連携して取り組んでいくとともに，市民協

働による地域除雪活動を推進していきます。 

15 永山地区 

永山第三地区市民委員会では，自分たちでダンプやシ

ョベルを使用して交差点の雪山や道幅の狭いところ

の排雪を実施している。 

地区除雪連絡協議会と地域まちづくり推進協議

会とが連携して取り組んでいくとともに，市民協

働による地域除雪活動を推進していきます。 
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資料－７ 旭川市雪対策基本計画検討委員会 

 

７－１ 旭川市雪対策基本計画検討委員会設立趣旨 

 

積雪寒冷地である本市にとって，冬期間の快適な生活環境や安全な道路機能を確保す

るためには，総合的な雪対策が不可欠であり，平成 17 年 4 月に「旭川市新総合雪対策

基本計画」を策定し，効率的，効果的な除排雪や市民協働などの推進に努めてきました。 

しかしながら，計画の策定後，長引く景気低迷や人口減少，少子高齢化など，経済情

勢や社会情勢に変化が生じてきており，現在では多くの課題を抱えていることから，計

画の基本理念や雪対策の現状を踏まえ，今後の安定的な除雪体制の確保や協働の拡大に

よる冬の市民生活ルールの確立などを推進していくために，計画の見直しを行うことと

しました。 

計画の見直しに当たり，市民参加により広く市民の意見を聴取するために，学識経験

者，公共機関や交通機関などからなる有識者，市民代表や公募市民により構成する「旭

川市雪対策基本計画検討委員会」を設置することとしました。 

 

 

７－２ 旭川市雪対策基本計画検討委員会の経過 

 
○第１回旭川市雪対策基本計画検討委員会 

・日 時   平成２５年８月２９日（木）午後６時３０分～午後８時３０分 

・場 所   旭川市職員会館２階２・３号室 

・出席者   １８名 

・議 題   （１）雪対策基本計画検討委員会について 

（２）今後のスケジュール 

（３）現行の雪対策基本計画（平成 17 年 4 月）について 

（４）新たな雪対策基本計画の方向性 

（５）雪対策基本計画の調査票について 

・議事の内容 

委員紹介，委員長・副委員長選出，会議の公開について決定後，議事に入る。 

議題を一括説明し，委員から現状と課題について様々な意見が出されたほか，各

委員に雪対策に関するアンケート調査票の提出を依頼した。 
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○第２回旭川市雪対策基本計画検討委員会 

・日 時   平成２５年１１月８日（金）午後６時３０分～午後８時 

・場 所   旭川市職員会館２階２・３号室 

・出席者   １７名 

・議 題   （１）第１回委員会議事内容と意見 

（２）雪対策基本計画の調査票 

（３）検討の方向性の整理 

（４）新たな雪対策基本計画の策定について 

・議事の内容 

議題を一括説明し，「旭川市新総合雪対策基本計画」や雪対策の現状について，

特に「除雪マナー」や「担い手不足」，「市民協働」に関する意見が出された。 

総合除雪連絡協議会が実施する除雪センター訪問に委員も参加することとした。 

 

○第３回旭川市雪対策基本計画検討委員会 

・日 時   平成２６年１月２９日（水）午後３時２５分～午後４時１０分 

・場 所   旭川市ときわ市民ホール ４階多目的ホール 

・出席者   １５名 

・議 題   （１）センター訪問 

（２）旭川市除雪連絡協議会との意見交換会 

・議事の内容 

総合除雪連絡協議会が実施する除雪センター訪問に同行し，除雪センターや雪堆

積場，市民協働などについて説明した。 

総合除雪連絡協議会役員と意見交換を行い，センター訪問に同行した感想や意見

が出された。 

 

○第４回旭川市雪対策基本計画検討委員会 

・日 時   平成２６年２月１３日（木）午後６時３０分～午後８時 

・場 所   旭川市職員会館３階６号室 

・出席者   １６名 

・議 題   （１）第２回及び第３回委員会議事内容と意見 

（２）新たな雪対策基本計画の策定について 

・議事の内容 

議題を一括説明し，骨子案について様々な意見が出され，次回委員会までに意見

を反映した計画素案を作成することとした。 
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○第５回旭川市雪対策基本計画検討委員会 

・日 時   平成２６年８月８日（金）午後６時３０分～午後８時 

・場 所   旭川市職員会館３階６号室 

・出席者   １８名 

・議 題   （１）第４回委員会の議事内容と意見 

（２）新たな雪対策基本計画の策定について 

・議事の内容 

議題を一括説明し，計画案について様々な意見が出され，意見を反映した修正に

ついては委員長とりまとめで行うことで承認され，１１月頃にパブリックコメント

を実施することとした。 

 

○第６回旭川市雪対策基本計画検討委員会 

・日 時   平成２７年２月２５日（水）午後６時３０分～午後８時 

・場 所   旭川市職員会館３階６号室 

・出席者   １4 名 

・議 題   （１）第５回委員会の議事内容と意見 

（２）意見提出手続及び地区除雪連絡協議会における意見 

（３）新たな雪対策基本計画の策定について 

・議事の内容 

議題を一括説明し，これまでの委員会で出された意見が十分反映されたものとし

て最終案が承認された。 

  



168 
 

７－３ 旭川市雪対策基本計画検討委員会 委員名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（委員長・副委員長以下五十音順）

項　目 氏　名 所　属　・　役　職　等

委 員 長 白戸
し ら と

　一秀
かずひで

旭川大学　保健福祉学部　コミュニティ福祉学科　教授

副 委 員 長 井田
い だ

　友三
と も ぞ う

旭川市総合除雪連絡協議会　会長

委 員

石川
い しかわ

　博之
ひ ろゆき

（田口
た ぐ ち

　史雄
ふ み お

）

（片倉
か た く ら

　浩司
こ う じ

）

独立行政法人　土木研究所　寒地土木研究所　技術開発調整監

〃
石坂
い しざか

　辰義
たつ よ し

（関
せき

　　一男
か ず お

）
旭川市市民委員会連絡協議会　会長

〃 石戸
い し ど

谷
や

　康治
こ う じ

社会福祉法人　旭川市社会福祉協議会

〃 伊藤
い と う

　正司
し ょ う じ

公募市民

〃 岡本
お か もと

　成
じょう

史
じ

特定非営利活動法人　旭川ＮＰＯサポートセンター

〃 佐々木
さ さ き

　孝
たかし

公募市民

〃 鈴木
す ず き

　玲子
れ い こ

旭川市ＰＴＡ連合会　副会長

〃 須藤
す ど う

　　学
まなぶ

旭川商工会議所　事務局長

〃 造田
ぞ う だ

　勝則
かつ のり

旭川地区バス協会

〃 髙木
た か ぎ

　　悟
さとる

一般社団法人　旭川地区トラック協会　理事

〃 只
た だ

石
い し

　伸夫
の ぶ お

旭川除排雪業者ネットワーク協議会　会長

〃 田村
た む ら

　テル 公募市民

〃 能勢
の せ

　淳彦
あ つ ひこ 地方独立行政法人　北海道立総合研究機構

建築研究本部　北方建築総合研究所　居住科学部長

〃 長谷川
は せ が わ

　淳子
あ つ こ

旭川市市民委員会連絡協議会女性部会　会長

〃 平島
ひ ら しま

　一彦
かずひこ

一般社団法人　旭川地区ハイヤー協会　常務理事

〃
松木
ま つ き

平
ひ ら

　政行
まさ ゆき

（加藤
か と う

　雅
ま さ

順
よ り

）
北海道警察　旭川方面本部　交通課　規制課長補佐

〃
吉澤
よ しざわ

　　稔
みのる

（黒澤
く ろ さ わ

　　護
まもる

）
旭川市老人クラブ連合会　副会長

（　　）は前任者
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資料－８ パブリックコメント 
 
 旭川市雪対策基本計画素案について，より多くの市民から意見を提出していただき，

提出された意見を考慮して最終的な計画を策定するため，パブリックコメントを実施し

ました。 

 

○意見の募集期間 

    平成２６年１０月３１日から平成２６年１２月１日まで 

 

○市民への周知方法 

 ・ 広報誌１０月号とホームページに必要事項を掲載した。 

 ・ ９地区の除雪連絡協議会総会で説明を行った。 

 

○公表の方法 

   市政情報コーナー，各支所・公民館，土木総務課及び土木事業所での供覧及び配布 

 

○意見の提出者 

  総数２（個人１，団体１）（意見数：延べ３０件） 

 

○意見書の受付 

  ・郵送：１ ・電子メール：０ ・持参：１ 

 

○意見の提出者への回答 

  意見の提出者に意見等一覧を送付した。 

 

○結果の公表の方法等 

  公表した場所と同じ場所に関係書類を備え置いた。 

 

○意見の要旨及び意見に対する旭川市の考え方 

  次表のとおり 
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その他の御意見と旭川市の考え方 

※ いただいた意見は要約しております。 

№ いただいた御意見（要約） 旭川市の考え方 

1 (1) ○３級除雪路線の適正配置や交差点部の見通し強化等除雪水準の向上を進める。 

○市民協働による雪出し・路上駐車禁止の啓発パトロールや地域の雪押し場を確保する。

○モデル路線における市民・除雪業者・行政の三者合同パトロールを実施する。 

○除雪作業援助制度や小型処理機器の貸出制度等を実施する。 

○小学校での出前講座を実施する。 

○誰でもが雪と親しめる冬期イベントを開催する。 

○冬期スポーツ・レクリェーションの充実により健康都市旭川らしい街作りを進める。 

○雪の持つ冷熱エネルギーについて幅広い分野での調査研究を進める。 

○夏のイベント等多方面での雪の利用を検討する。 

○研究所等と連携し旭川の寒冷地技術を発信する。 

○除雪企業や車両メーカーの動向を踏まえ，除雪車両の安定的確保に必要な除雪グレーダ

や除雪トラック等貸与車両の充実について検討する。 

○幹線道路は，道路上の雪氷が少ない安全で高度な路面管理を行うために積雪が１０セン

チメートル程度で新雪除雪を行うとともに轍等路面状況に応じて路面整正作業を行う。 

○生活道路は，一般車両の通行に支障を来さない軽度の圧雪路面管理とし，積雪が１５セ

ンチメートル程度で新雪除雪を行うとともに，暖気等によるザクザク路面発生を防止する

ための雪割除雪を行う。 

○幅員管理について，生活幹線道路は小型車がすれ違い可能な５メートル以上を基本とし，

生活道路は３ｍ以上を基本とする。 

○雪の降り始めは，拡幅除雪や往復除雪などを併用しできるだけ道路を広く除雪しながら，

後の除雪作業時のために道路脇の雪の堆積スペースを確保する。 

○ＧＰＳなどにより除雪作業の管理強化を図り，除雪作業の進捗や経路，時間などの把握

を行うことで，除雪作業の効率化や精度向上を図る。 

○一般に地吹雪が発生する風速は，５m/s 以上と言われており，通常の注意報や警報の発

令がない場合でも，視程障害や吹き溜まりなどにより交通障害が発生する。 

○中心市街地における冬期バリアフリーを推進する。 

○冬期間は，道路の段差による走行中の衝撃や歩道上の積雪により乗降しづらくなるなど，

快適なバス運行を行うためには高度な除雪管理を行わなければならない。 

○冬期アクティビティを充実する。 

○既存の発想にとらわれない新たな観光素材の整備・開発に取組む。 

○冬期スポーツは長い間市民に親しまれてきた。 

○雪氷冷熱エネルギーの利活用の推進をする。 

○平成 18年 12 月に「交通バリアフリー法」と「ハートビル法」が統合され「バリアフリ

ー新法」が施行された。 

計画素案と同じ内容であると考えます。

(2) ○旭川市内近郊の融雪槽５００か所以上の完成を目指す。 融雪槽など雪処理施設の確保につきま

しては，恒久的な雪処理施設の整備や雪押

し場としての公園利用，宅地内の雪処理施

設の普及など，様々な施策の推進に努めて

いきたいと考えています。 

(3) ○ロードヒーティング工事の完成を目指す。 ロードヒーティングについては，設置基

準を設定し，必要な箇所を計画的に更新す

ることで，効率的かつ効果的な凍結路面対

策を推進したいと考えています。 

(4) ○寒中みそぎフェスティバルの開催を目指す。 

○冬でも釣りが楽しめる。 

御意見は，今後の参考とさせていただき

ます。 

2 ○高齢者が増加し人口が減少すると聞くが，この計画はあまり具体的なことが載っていない。 本計画は雪対策の指針となるものであ

り，具体的な内容などは，今後策定する実

行計画の中の取組となります。 

№ いただいた御意見（要約） 旭川市の考え方 

1 ○最低気温が氷点下５度前後を目指す。 

 

今回の意見提出手続で伺っている内容

ではありませんが，参考意見として承りま

す。 


